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資料 4-5 協議議事録（第三次概略設計概要書説明調査） 
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資料-5  ソフトコンポーネント計画書 

１．ソフトコンポーネントを計画する背景 

本事業の対象地域は、スリランカ国（以下、「ス」国）の北部州キリノッチ県キリノッチ町である。

北部州が主戦場となった内戦前のキリノッチ水道施設は、国家上下水道公社（NWSDB）により建設さ

れ、運営・維持管理が行われていた。しかし、水道施設を建設した直後からキリノッチ県を含む北部州

全域で内戦が激化し、本格的な維持管理体制が確立される前に主要な施設が破壊され、水道システム全

体が崩壊した。無償本体事業は、キリノッチ水道施設が保持していた給水能力 3,000m3/日（一日平均給

水量）を再構築し、各戸の給水管接続を含む水道システム全体を修復することを目的として実施される。 

現在のキリノッチ地区の水道は、取水施設内の井戸水を揚水し、無処理のまま給水車で直接住民に給

水している。なお、取水施設等の維持管理及び揚水設備の運転管理については、取水施設内の運転小屋

に警備員と運転員が常駐しながら管理を行っている。そのため、国家上下水道公社（NWSDB）は、簡

易浄水処理施設を暫定的に取水施設付近に設置し、内戦によって破壊された水道システムが復旧される

までの期間、その浄水施設で浄水処理した後、住民に給水する計画としており、それら施設の維持管理

については、現在建設中のキリノッチ地区事務所に所長を含め11名の職員を配置し、対応する計画とし

ている。この人数は暫定的な施設の運営・維持管理に対しては適切あるが、無償資金協力の本体事業の

完了により新たに運転が開始される浄水場、高架水槽、配水管網を効率的かつ継続的に運転するために

は、30 名程度の職員数が必要であると見込まれる。それらの状況を踏まえ、現在、国家上下水道公社は、

無償資金協力本体事業の施設建設が終了するまでにキリノッチ地区事務所に適切な職員数と適切な人

材を配置することを計画している。 

キリノッチ県を含むその周辺地域の言語は、「ス」国の公用語であるシンハラ語ではなく、タミル語

である。特に、破壊される前の水道システムを運転・維持管理していたタミル語を話す職員は、国内避

難民となり内戦中に北部州を離れたり、既に定年退職したりしている。国家上下水道公社（NWSDB）

については、復旧後の水道施設を運転管理するために必要な経験及び知識を持つ職員を有するものの、

タミル語を話し現地住民と十分なコミュニケーションのできる人材が、キリノッチ地区事務所へ配置さ

れるかどうかは不確定である。そのため、浄水場の近隣住民とのコミュニケーションを考慮すると、タ

ミル語を理解できる人材を現地にて新規採用することが重要であると考えられる。 

ところが、現地において、水道システムを運転するために必要な知識と技能を有する人材を採用する

ことは極めて困難であることから、国家上下水道公社（NWSDB）自らが水道システムの適切な運営・

維持管理のできる人材を育成していかなければならない。しかしながら本無償事業により修復される施

設及び機材調達による支援が、引き渡し直後の維持管理能力の不足により成果を十分に発現させること

ができないという懸念が残る。 

したがって、再構築する水道システムが適切に運営・維持管理されるよう、本事業において、人材育

成を目的としたソフトコンポーネントによる技術移転支援が必要となる。 
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２．ソフトコンポーネントの目標 

キリノッチ水道施設を再構築する本事業において実施するソフトコンポーネントは、国家上下水道

公社（NWSDB）が、キリノッチ地区の水道システムを適切に運営・維持管理するために必要な知識及

び技能を習得し、水道事業体の組織強化を図った上で、水道施設を適切に維持管理するとともに、給水

事業を健全に運営できる能力等を早期に取得することを目標とする。 

 

３．ソフトコンポーネントの成果 

本ソフトコンポーネントの実施による成果は以下のとおりである。 

i) 浄水場運転・維持管理 

キリノッチ地区事務所の運転員および運転補助員が浄水システムを理解し、適切な運転・維持管

理ができるようになる。 

ii) 配水システム維持管理 

キリノッチ地区事務所の監督員及び現場作業員が配水システムを理解し、適切な維持管理ができ

るようになる。 

iii) 給水管接続 

キリノッチ地区事務所の監督員、配管工及び現場作業員が給水管・水道メーターの重要性を理解

し、適切に給水管・水道メーターが接続できるようになる。 

iv) 機械・電気設備維持管理 

ジャフナ地域事務所の機械技師及び電気技師、キリノッチ地区事務所の機械工及び電気工が水道

システムを理解し、適切な運転・維持管理ができるようになる。 

v) 水質監視・管理 

ジャフナ地域事務所の検査技師と検査補助職員が水道システムを理解し、適切な水質監視・管理

ができるようになる。 

 

４．成果達成度の確認方法 

本ソフトコンポーネントの各プログラムの成果達成度の確認方法を表－1 に示す。各プログラムの研

修対象者の 3 分の 2 が各指標を満たすことを目標とする。なお、各指標を満足しない職員については、

理解度に応じて補習を行うこととする。 
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表－1  ソフトコンポーネント成果の確認方法 

プログラム 成果の確認方法 達成確認項目 指標 
① 浄水場のプロセス・施設の機能を理解したか。 70 点以上 
② 必要給水量にあわせた取水ポンプ設定ができるか。 70 点以上 
③ 粗ろ過のろ過運転・洗浄が適切にできるか。 70 点以上 
④ 緩速ろ過のろ過・清掃が適切にできるか。 70 点以上 
⑤ 塩素注入設備の運転が適切にできるか。 70 点以上 
⑥ スラッジピットの洗浄が適切にできるか。 70 点以上 
⑦ 浄水場のプロセス・施設の日常点検と日報の必要性

について理解したか。 70 点以上 

⑧ 濁度、色度、pH、残留塩素等各プロセスごとの水質
を確認し、調整ができるか。 70 点以上 

1. 浄水場運転・ 
維持管理 

小テストにより浄
水場が適切に運
転・維持管理ができ
ることを確認する。 

⑨ 浄水池・高架水槽の水位にあわせ、送水ポンプの運
転が適切にできるか。 70 点以上 

- 配水システム・施設の機能を理解したか。 70 点以上 
- 浄水池・高架水槽の水位にあわせ、送水ポンプの運

転を理解したか。 70 点以上 

- 配水システムの流量・水圧の確認ができるか。 70 点以上 
- 配水管の洗浄が適切にできるか。 70 点以上 

2. 配水システム 
維持管理 

小テストにより配
水システムが適切
に維持管理できる
ことを確認する。 

- 漏水検知（音聴棒他）ができるか。 70 点以上 
① 国家上下水道公社と顧客との境界等について理解

できたか。 70 点以上 

② 水道メーター設置の重要性を理解したか。 70 点以上 
③ 給水管接続が適切にできるか。 70 点以上 

3. 給水管接続 小テストにより給
水管、水道メーター
の接続と修理が適
切に行えることを
確認する。 ④ 水道メーター設置・修理が適切にできるか。 70 点以上 

① 浄水場・配水システムのプロセス・施設の機能につ
いて理解したか。 70 点以上 

② 日常点検・予防保全とその重要性について理解した
か。 70 点以上 

③ 浄水場のプロセス・施設の日常点検と日報作成、活
用できるようになったか。 70 点以上 

4. 機械電気設備
維持管理 

小テストにより水
道施設の機械電気
設備が適切に維持
管理できることを
確認する。 

④ 故障時の対応とその修理方法・修理依頼先を理解で
きたか。 70 点以上 

① 水質監視・管理の重要性が理解できたか。 70 点以上 
② 配水ネットワークの水質監視地点の選定し、実施で

きるようになったか。 70 点以上 

③ 浄水場のプロセス・施設の機能について理解した
か。 70 点以上 

5. 水質監視・管
理 

浄水場・配水ネット
ワークの水質が適
切に監視・管理でき
る。 

④ 浄水場のプロセスごとの処理目標が設定できて適
切に運転できるようになったか。 70 点以上 

 

５．ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

ソフトコンポーネントの活動（投入計画）の詳細を、表－2 に示す。 
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表－2  ソフトコンポーネントの活動（投入計画）の詳細内容 

番号 活動内容 成果 活動方法 必要な投入量 
１）浄水場運転・維持管理 
① 浄水場のプロセス・施設の機能に関する講習 
② 必要給水量にあわせた取水ポンプ設定に関する

指導 
③ 粗ろ過のろ過・洗浄の運転指導 
④ 緩速ろ過のろ過・清掃(砂掻き取り・洗砂等)の運

転指導 
⑤ 塩素注入設備の運転指導 
⑥ スラッジピットの洗浄の指導 
⑦ 浄水場・配水システムのプロセス・施設の日常点

検と日報についての講習 
⑧ 濁度・、色度、pH、残留塩素等各プロセスの水

質の確認方法に関する技術指導 
⑨ 浄水池・高架水槽の水位と送水ポンプの運転方法

についての技術指導 

日常運転記録

表、日常点検

表、定期点検表

研修計画作成、研

修材料作成、運

転・維持管理ガイ

ダンス、研修生評

価報告作成 

浄水場運転・維持管

理コンサルタント 

1 人×2 月 

２）配水システム維持管理 
① 配水システム・施設の機能に関する講習 
② 浄水池・高架水槽の水位と送水ポンプの運転方法

についての技術指導 
③ 流量・水圧の確認方法 
④ 配水管の洗浄の指導 
⑤ 漏水検知の指導(音聴棒他) 

日常運転記録

表、日常点検

表、定期点検表

研修計画・研修材

料作成、運転・維

持管理ガイダン

ス、研修生評価報

告作成 

配水システム維持

管理コンサルタン

ト 

1 人×1 月 

３）給水管接続 
① 国家上下水道公社と顧客との境界等に関する講

習 
② 水道メーター設置に関する講習 
③ 給水管接続の技術指導 
④ 水道メーター設置・修理の技術指導 

日常運転記録

表、日常点検

表、定期点検表

研修計画・研修材

料作成、施工ガイ

ダンス、研修生評

価報告作成 

給水管接続コンサ

ルタント 

1 人×1 月 

 

４）機械電気設備維持管理 
① 浄水場・配水ネットワークのプロセス・施設の機

能に関する講習 
② 日常点検・予防保全とその重要性に関する講習 
③ 浄水場のプロセス・施設の日常点検と日報につい

ての講習 
④ 故障時の対応とその修理方法・修理依頼先の確認

日常運転記録

表、日常点検

表、定期点検表

研修計画・研修材

料作成、運転・維

持管理ガイダン

ス、研修生評価報

告作成 

機械設備維持管理

コンサルタント 

1 人×1 月 

電気設備維持管理

コンサルタント 

1 人×1 月 
５）水質監視・管理 
① 水質監視・管理に関する講習 
② 配水ネットワークの水質監視地点の選定と実施

方法の策定 
③ 浄水場のプロセス・施設の機能に関する講習 
④ 浄水場のプロセスごとの処理目標の設定 

水質監視結果

表、水質監視計

画書 

研修計画・研修材

料作成、水質管理

ガイダンス、研修

生評価報告作成 

水質監視・管理コン

サルタント 

1 人×1 月 

１）～５）共通   
通訳 1 人×2 月 

翻訳 1 人×2 月 
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６．ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

本ソフトコンポーネントは、下記の 6 名の邦人コンサルタントを延べ 7 カ月派遣し、直接支援型で

実施する。 

① 浄水プロセスコンサルタント：2 カ月 

② 配水システムコンサルタント：１カ月 

③ 給水管コンサルタント：１カ月 

④ 機械設備維持管理コンサルタント：１カ月 

⑤ 電気設備維持管理コンサルタント：１カ月 

⑥ 水質監視・管理コンサルタント：１カ月 

ソフトコンポーネントを実施するコンサルタントの必要要件は以下のとおりとする。 

- それぞれの分野で十分な専門知識と経験を有する。 

- それぞれの分野で、運転・維持管理のマニュアルを立案できる。 

- 「ス」側技術者に対する研修をマネジメントする能力を有する。 

- 開発途上国における水道システムの運転・維持管理の問題を理解している。 

- 「ス」側技術者と意思疎通を行うための語学力を有する。 

本ソフトコンポーネントの実施において特に配慮が必要な事項は、言語の違いである。キリノッチ

県及びその周辺地域は、インド系住民が大多数を占めることから「ス」国の公用語であるシンハラ語で

はなく、タミル語が用いられ、両言語を理解する住民が少ない。そのため、本ソフトコンポーネントを

実施するため、現地技術者を 2 名、邦人コンサルタントの活動を支援する目的で雇用する。 

現地傭人の必要要件は以下のとおりする。 

− 英語、シンハラ語及びタミル語を理解する（読み、書き、話すことができる）。 

− 技術用語が理解できる（水道用語が理解できることが望ましい）。 

− 海外支援プログラムで外国人と協力して業務を行った経験を有する。 

 

７．ソフトコンポーネントの実施工程 

本プロジェクトの施設建設工事期間は、13 カ月を見込んでおり、浄水場、高架水槽等の施設は、3

カ月間の試運転を経て、「ス」国側に引き渡される。本ソフトコンポーネントを実施する時期について

は、試運転の期間中に開始し、建設された施設を活用しながらコントラクターからの引き渡しも円滑に

行われるようにすることが望ましい。また、引継ぎが確実に行われたことを確認することも重要である。 

従って、ソフトコンポーネントの実施期間は 2 カ月とし、試運転とのオーバラップを 1 カ月、国家

上下水道公社（NWSDB）が自ら運転・維持管理をできることを確認するために 1 カ月とする。なお、1

カ月が経過した時点で実施状況報告書が提出され、完了時に完了報告書が提出されるものとする。 

ソフトコンポーネントの詳細活動計画を表－3 に示す。 
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表－３ 詳細活動計画 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

１） 浄水場運転・維持管理

渡航・準備

① -          浄水場のプロセス・施設の機能に関する講習 最終日小テスト

② -          必要給水量にあわせた取水ポンプ設定に関する指導 最終日小テスト

③ -          粗ろ過のろ過・洗浄の運転指導 最終日小テスト

④ -          緩速ろ過のろ過・清掃(砂掻き取り・洗砂等)の運転指導 最終日小テスト

⑤ -          塩素注入設備の運転指導 最終日小テスト

⑥ -          スラッジピットの洗浄の指導 最終日小テスト

⑦ -          浄水場・配水システムのプロセス・施設の日常点検と日報についての講習 最終日小テスト

⑧ -          濁度・、色度、pH、残留塩素等各プロセスの水質の確認方法に関する技術指導 最終日小テスト

⑨ -          浄水池・高架水槽の水位と送水ポンプの運転方法についての技術指導 最終日小テスト

２） 配水システム維持管理

渡航・準備

① -          配水システム・施設の機能に関する講習 最終日小テスト

② -          浄水池・高架水槽の水位と送水ポンプの運転方法についての技術指導 最終日小テスト

③ -          流量・水圧の確認方法 最終日小テスト

④ -          配水管の洗浄の指導 最終日小テスト

⑤ -          漏水検知の指導(音聴棒他)

３） 給水管接続

渡航・準備

① -          NWSDBと顧客との境界等に関する講習 最終日小テスト

② -          水道メーター設置に関する講習 最終日小テスト

③ -          給水管接続の技術指導 最終日小テスト

④ -          水道メーター設置・修理の技術指導 最終日小テスト

４） 機械電気設備維持管理

渡航・準備

① -          浄水場・配水ネットワークのプロセス・施設の機能に関する講習 最終日小テスト

② -          日常点検・予防保全とその重要性に関する講習 最終日小テスト

③ -          浄水場のプロセス・施設の日常点検と日報についての講習 最終日小テスト

④ -          故障時の対応とその修理方法・修理依頼先の確認 最終日小テスト

５） 水質監視・管理

渡航・準備

① -          水質監視・管理に関する講習 最終日小テスト

② -          配水ネットワークの水質監視地点の選定と実施方法の策定 最終日小テスト

③ -          浄水場のプロセス・施設の機能に関する講習 最終日小テスト

④ -          浄水場のプロセスごとの処理目標の設定 最終日小テスト

実施状況報告書の提出 ▲

完了報告書及び成果品の提出 ▲

活動番号
１カ月 ２カ月

備考
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８．ソフトコンポーネントの成果品 

ソフトコンポーネント完了報告書に加え、ソフトコンポーネントを実施することで、次の成果

品を作成・提出する。 

i) 浄水場運転・維持管理 

①研修計画書 

②研修教材（運転・維持管理マニュアル） 

③報告書様式(日報/月報) 

④研修受講者評価証 

ii) 配水システム維持管理 

①研修計画書 

②研修教材（配水システム維持管理マニュアル） 

③報告書様式(日報/月報) 

④研修受講者評価証 

iii) 給水管接続 

①研修計画書 

②研修教材（給水管設置マニュアル） 

③報告書様式(日報/月報) 

④研修受講者評価証 

iv) 機械・電気設備維持管理 

①研修計画書 

②研修教材（機械・電気設備維持管理マニュアル） 

③報告書様式(日報/月報) 

④研修受講者評価証 

v) 水質監視・管理 

①研修計画書 

②研修教材（水質管理マニュアル） 

③報告書様式(日報/月報) 

④研修受講者評価証 
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９．ソフトコンポーネントの概略事業費 

− 日本側費用：17.6 百万円 

表－４ ソフトコンポーネント概略事業費内訳 

施工・調達業者契約認証まで非公開 

 

１０．相手国側の責務 

国家上下水道公社（NWSDB）は、ソフトコンポーネントの実施前に対象となる職員を適正に配

置、ソフトコンポーネントに必要な資料、スペース等を準備する。 

とりわけ重要なことは、ソフトコンポーネントは国家上下水道公社が、無償資金協力の本体事

業により建設される施設を適切に維持管理するとともに、キリノッチ住民を安定顧客として取り

込み、給水事業を健全に運営できることを補助するもので、国家上下水道公社（NWSDB）の自助

努力を前提としていることである。 
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